
Neonの使い方
細胞へのダメージを気にする場合、Rバッファー溶解後は速やかに導入を実行する必要があります。
また、比較的高濃度のDNAが必要になりますので予め手順を確認して準備を進めることをお勧めします。

＜培養容器の準備＞
血清含有、抗生物質不含の培地を用意する。
表（plating medium）を参考にし、必要量の培地を分注する。
エレクトロポレーションまで37℃のCo2インキュベーター内でインキュベーションしておく。

＜Neonの準備＞
本体とピペットスタンドを接続する。（コネクタ2つ）

電源コードをさし、背面の電源スイッチを入れる。
立ち上がるまで待つ。
Neonチューブに3mlのEバッファーを入れてスタンドにセットする。
（向きを確認してカチっというまで差し込みます）

細胞懸濁液を準備する。

タッチパネルでエレクトロポレーションの電圧、時間、回数を入力する。
Neonピペットにチップを装着する。
（ピペットを強く押すと先の金属部分が開きます。この状態でチップを刺すと
中の金属を掴んで引き上げます。引き上げた後、チップ樹脂部分が少し浮き気味なので
ラックに押し付けて押し込みます。）

Neonピペットに細胞懸濁液を吸入する。この時、気泡がないことを確認する。
Neonピペットをスタンドにセットし（カチっと音がするまで差し込む）、Startボタンをタップする。
Completeが表示されたら導入完了です。

ピペット内の細胞懸濁液をそのまま準備しておいた容器に撒いて、
容器を揺らして撹拌後、培養します。
（エラーが表示される場合はコネクタの接続や気泡が無いか等をチェックしてください。）

チップは2回まで、チューブは10回まで使用できます。
細胞やDNAが違う場合は必ずチップを交換してください。
条件の入力から繰り返します。

使用が終了したら背面の電源を切ります。

＜細胞懸濁液の準備＞
70～90%コンフルエントの細胞を用意する。
細胞を回収し、Ca,Mg不含PBSで洗い、細胞数を測定する。
表（Cell No.）を参考にし、必要な細胞数分を分注、沈殿させ上清を捨てる。
沈殿した細胞をRバッファーに溶解する。
（1Wellあたり10ulのRバッファーが必要ですが、余裕を見て12ulくらいに溶かす方がよい）
表（DNA/siRNA）を参考にし、必要量のDNAを細胞懸濁液に溶かす。
この時、Rバッファーの10%を超えないボリュームで添加する。
ピペッティングで混合する。

電圧等の条件はホームページ上で確認できます。
ホームページに無いものは最適化プロトコールに従って
最適条件を探ってください。
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